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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

令和４年１２月に中学校の部活動を地域クラブ活動に移行する国のガイドラインが示され、三田

市ではそれに基づき、令和８年度にはすべての部活動の休日の活動を地域クラブ活動へ移行する取

り組みを推進しているところです。

令和５年度は、夏季休業日から狭間中学校と富士中学校の剣道部・野球部・陸上競技部の３

部活で合同部活動を実施するとともに、合同部活動を母体とした地域クラブ活動への移行に取り組

んでまいりました。

三田市ではこの３部活の受け皿となる団体として、剣道部は三田市剣道協会、野球部は兵庫ブ

レイバーズ、陸上競技部は三田市陸上協会を想定し、三田市教育委員会及び三田市文化スポー

ツ課が連携しながら、協議・調整を継続しているところです。

その中でも、特に剣道については三田市剣道協会が主体となった地域クラブを設置し、生徒を受け

入れる体制が整いました。そして、令和５年１２月より、狭間中学校と富士中学校の剣道部は、三

田市剣道協会が主体となる地域クラブ活動に移行しました。これに続き、令和６年４月から剣道協

会が主体となった剣道クラブが他に３つ発足し、市内すべての中学校の生徒を受け入れる予定です。

野球・陸上競技部については、運営の資金面、指導者の確保、中学校体育連盟が主催する大

会への参加規程等、それぞれの団体において直面する課題が異なり、現在地域クラブ設置には至っ

ていません。今後、その課題を１つ１つ解決しながら、地域クラブ設置を目指し取り組みを推進します。

グラフ等データ
※出典も要記載

人口 107,130人 部活動数 69部活

公立中学校数 8校 市区町村の協議会・検討会議等の設置状況 設置済

公立中学校生徒数 2792人 市区町村の推進計画・ガイドライン等の策定状況 作成済
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

６月 第２回部活動の地域移行に向けた推進委員会

８月 狭間中学校と富士中学校の２校で合同部活動を実施

９月 第３回部活動の地域移行に向けた推進委員会

11月  第４回部活動の地域移行に向けた推進委員会

12月 地域クラブ活動（三田朱雀剣道クラブ）開始

2月 第５回部活動の地域移行に向けた推進委員会

令和６年４月 市内すべての中学校を対象に、剣道クラブの活動開始予定

▼運営体制図（三田市における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（学校教育課）

①学校と地域クラブとの適切な連携に対する指導助言に係る事務

②生徒の円滑な地域クラブ選択支援に係る事務

③生徒指導上の諸問題又は緊急事態発生時における、地域クラブとの適

正な連携と協働体制構築へ向けた学校に対する指導助言に係る事務

④適切な指導に資するため、指導者向けの研修会の企画及び実施に係

る事務

⑤希望する教職員が、兼職兼業届により地域クラブの指導者又は代表者

としての業務従事に係る事務（教育総務課）

⚫ 首長部局（文化スポーツ課）

①協会等との連携、調整又は公募等による地域クラブの設置を推進し、

生徒の希望に沿った地域クラブ数の確保に係る事務

②地域クラブの届出及び登録に係る事務

③不適切な運営が発覚した場合や、諸問題対応に係る地域クラブ（所

属協会を含む）に対する指導助言に係る事務

④保険に係る事務及び活動場所の連絡調整等、地域クラブの円滑な運

営支援に係る事務

⑤その他、地域移行の円滑な推進に必要な事務

Aブロック
狭間中学校

富士中学校

Bブロック
八景中学校

上野台中学校

Cブロック
けやき台中学校

長坂中学校

Dブロック
ゆりのき台中学

校

合 同 部 活 動

平日は

地域の人材である

部活動指導員が指導

休日は

地域の人材である

地域指導員が指導
連 携

※Aブロックの合同部活動の実施状況の検証、研究を重ねた上で、順次進める
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 剣道

地域クラブ活動に取り組んだ部活動数 ３部活 剣道、野球、陸上 剣道、野球、陸上

拠点校名 狭間中学校、富士中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

１部活

地域クラブ活動で実施
した種目

剣道

運営主体名 三田市剣道協会

運営類型 体育・スポーツ協会運営型

１か月あたりの平均的な
活動回数

剣道：月４回程度

指導者の主な属性 三田市剣道協会から派遣された指導者

活動場所 狭間中学校

主な移動手段 徒歩

１人あたりの参加会費等
（年額）

200円（大会参加費）

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,350円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

※イメージ図

主な取組例

地域クラブ活動

へ参加

狭

間

中

学

校

富

士

中

学

校

（
三

田

市

剣

道

協

会

が

運

営

）

三

田

朱

雀

剣

道

ク

ラ

ブ

三

田

市

・学校との連絡調整

・指導者研修

・運営体制確認 ・参加申込書提出

・同意書提出

施設の目的外

使用申請
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

①三田市部活動の地域移行に向けた推進委員会を開催

②三田市地域クラブ活動の設置及び運営等に係るガイドラインを策定
取組事項

①令和５年度は、部活動の地域移行に向けた推進員会を４回開

催し、推進委員の意見や助言により、三田市が推進する部活動の地

域移行に反映させた。

②三田市及び三田市教育委員会が、三田市地域クラブ活動の設置

及び運営等に係るガイドラインを策定した。

取組の
成果

グラフ等データ
※出典も要記載

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

①推進委員会を定期的に開催し、部活動の地域移行に向けた取り

組みを着実に進めた。また、中学校長会に情報を提供し、学校の協

力を得ながら、地域移行を推進した。

②ガイドラインを策定し、熱中症の対応、休養日の設定等、学校部

活動が地域クラブ活動に円滑に移行できる体制整備に努めた。

特に
工夫した
事項

令和５年度は、合同部活動を母体とした地域クラブ活動への移行に取り組んだが、今後は、市長部局の文化スポーツ課が

中心となって、社会教育の一環として、どのような地域クラブを地域の中に設置していくのか、先を見通した推進計画が必要

となる。令和６年度にかけ更に連携強化に取り組む。

今後の
課題と
対応方針

（左）第５回 推進委員会レジュメ
（右）ガイドライン
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

体験練習会（剣道）を実施（２回）

取組事項

令和６年１月６日、１３日に体験練習会（剣道）を開催

・延べ人数で、指導者１８名、参加中学生９２名が参加

・アンケートにおいて２回とも９０％を超える生徒が、肯定的な

意見を回答

取組の
成果

グラフ等データ
※出典も要記載

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

・三田市剣道協会に所属する指導員が専門的な技術指導を行っている。

・生徒同士のトラブルや怪我等の緊急時対応における生徒・保護者との連携が課題である。この点については、令和６年

度にかけて検証する。

今後の
課題と
対応方針

体験練習会アンケート
（左）生徒、（右）指導者

・体験練習会を三田剣道協会が主体となって実施することで、協

会内での連携や指導体制を確認し、地域クラブでの指導にいかす。

・生徒に専門的な技術指導を体感してもらうことで、地域クラブへ

の参加についての理解を促す。
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

①三田市剣道協会が主体となる地域クラブを設置

②合同部活動を母体とした地域クラブ活動への移行

③令和５年１２月、三田朱雀剣道クラブが狭間中学校で活動開始

   令和６年４月 、他に３つの剣道クラブ設置、これにより市内すべての中学校において剣道部の「休日」の地域移行完了

取組事項

①三田市剣道協会と協議・調整

②合同部活動を母体として三田朱雀剣道クラブを設置

③三田朱雀剣道クラブを先行事例として、他に３つの剣道クラブを設置

取組の
成果

グラフ等データ
※出典も要記載

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

①三田市剣道協会と連携しながら、三田市剣道協会が主体となった

地域クラブ活動の設置を検討

②三田市剣道協会の会員である部活動指導員による専門的な指導

の充実

③三田市剣道協会との丁寧な打ち合わせを地域移行の前に実施

特に
工夫した
事項

・部活動指導員を各中学校に配置することで、平日の学校部活動と休日の地域クラブ活動の連携を円滑に行う

・令和６年度４月から市内すべての中学校を対象に、剣道クラブ活動が開始する。三田市剣道協会が円滑に地域クラブ

活動の運営が実施できるよう、指導者の資質向上や活動に係る運営費、生徒・保護者との連絡体制等の課題の解決を

令和６年度にかけて検証する。

今後の
課題と
対応方針

１１月１０日配布
狭間・富士中学校 保護者宛文書

（左）「休日」の地域移行について
（右）剣道クラブ活動計画書
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：カ：参加費用負担の支援等

①地域クラブ活動に係る支援

②地域クラブ活動に参加する生徒に対して、保険に加入するなどの適切な支援取組事項

地域クラブ活動に係る支援を行うことで、生徒・保護者の不安を軽減し、円滑に地域クラブ活動への移行ができた。

学校部活動に３３名在籍 → 地域クラブ活動に３２名入会

（学校部活動に在籍する９７％の生徒が地域クラブ活動に移行）

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・教育委員会事務局が作成した保護者宛文書により、保険加入等に説明した。

・狭間中学校・富士中学校の剣道部顧問（教職員）を中心に生徒・保護者に丁寧に説明を行った。

特に
工夫した
事項

・受益者負担について、指導者への謝礼や保険加入等、部活動では無料であったものへの理解が難しい。

・本市においては、地域クラブの活動に係る運営費、保険加入費、大会参加費等は、受益者負担を原則としている。令和

７年度までの改革推進期間においては、地域クラブ活動に移行したことにより生じる受益者の負担をどのように支援していく

のか検討していく。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：キ：学校施設の活用等

学校の施設、設備、備品の使用等、の確認取組事項

・学校の施設・備品等について、事前に調査

・活動場所である武道場や更衣室の鍵を作成、指導者に貸し出し

使用できる学校施設を学校長と地域クラブで確認した。

・令和６年２月と３月で、活動場所となる中学校長、指導者、教

育委員会事務局による打ち合わせを実施し、４月からの移行に向け

て試行的に活動を開始した。

取組の
成果

グラフ等データ
※出典も要記載

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・活動場所となる中学校長と連携を密にとり、円滑な地域移行を

推進する。特に
工夫した
事項

令和６年度は４つの剣道クラブが設置され、地域クラブが学校施設を利用して活動することになる。

活動場所となる中学校長、教育委員会事務局、指導者の３者で、使用施設や教職員との連携の在り方等の

打ち合わせを行った。今後、地域クラブの数が増えた場合を見据え、学校施設の利用ルールを定める必要がある。

今後の
課題と
対応方針

学校施設使用に係る事前調査書
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【チラシ】１学期の個人懇談で配布（７月）

地域移行に係る教職員アンケート（８月実施）

図、グラフ、文章での説明等
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【チラシ】狭間中学校・富士中学校の生徒に配布（11月１０日配布）

図、グラフ、文章での説明等

【チラシ】市内６校の中学生に配布（令和６年２月２０日）
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

令和６年１月６日 剣道体験練習会（場所：親和学園駒ヶ谷体育館）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

令和６年１月６日 剣道体験練習会（場所：親和学園駒ヶ谷体育館）

令和６年 １月１３日 剣道体験練習会（場所：狭間中学校） 令和６年 １月１３日 剣道体験練習会（場所：狭間中学校）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

地域クラブ（三田朱雀剣道クラブ）活動写真

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

地域クラブ（ゆりのき台剣道クラブ）活動写真
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

協議会設置、検討

開始、受け皿団体

や拠点校の選定

学校現場との

連絡・調整

生徒・保護者への

説明、拠点校での

合同部活動開始

三田朱雀剣道クラブ

の活動開始

市内すべての中学

校で剣道クラブの

活動開始

◆令和５年３月

第１回「三田市部活動の地域

移行に向けた推進員会」を開催

●指導員を派遣

●地域クラブ活動移行に向けた

 取り組み開始

●工夫した点 等

円滑な地域移行のため、部活

動指導員が所属する各スポーツ

協会を学校部活動の受け皿と

想定し、協議・調整を開始

令和５年３月 令和５年４月～ 令和５年１２月 令和６年4月～

◆令和５年６月

第２回「三田市部活動の地域

移行に向けた推進員会」を開催

●令和５年７月～

   合同部活動開始

◆令和５年９月

第３回「三田市部活動の地域

移行に向けた推進員会」を開催

★受入団体との協議・調整

★地域クラブ設置に係る課題の

 整理

◆令和５年１１月

第４回「三田市部活動の地域

移行に向けた推進員会」を開催

●１１月

 三田朱雀剣道クラブの参加

 申込

●令和５年１２月

 三田朱雀剣道クラブの活動

 開始

●令和６年１月

 体験練習会（剣道）を２回

 開催

◆２月

第５回「三田市部活動の地域

移行に向けた推進員会」を開催

●令和６年３月

学校と連携し、試行的に剣道

地域クラブ活動を実施

●令和６年４月

 剣道クラブ活動開始

※これにより市内すべての中

学校の剣道部の「休日」の地

域移行完了

●他の部活動の地域移行を推

 進する。

令和５年７月～
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ



【兵庫県西宮市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（合同部活動の推進に関する実証事業）

自治体名 兵庫県西宮市

担当課名 西宮市教育委員会事務局学校教育課

電話番号 0798-35-3857



2

１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

本市は、人口48万人を超える中核市である。市内には、人口密集地とそうでない地域があり、合計

20校ある公立中学校・義務教育学校の生徒数は、880人を超える大規模校から150人程度の小規

模校まで大きな差がある。

生徒数推計を見ても、5年後には中学校・義務教育学校全体で約400人が減少すると予測されてい

るが、学校により100人以上が減少する学校も数校ある一方、40人以上増加する学校も複数存在す

る。学校規模においては、大規模校から小規模校の学校間での生徒数の差はますます開いていくことが

予想される。

こうした学校規模の差は、子供たちの部活動の選択肢や活動環境にも影響を与えることとなっている。

実際、部員数が少なくなり、合同チームとして大会に出場する学校や競技が増加する中、来年度以降

は休部を検討している学校もある。また、学級数の減少にともない職員数も減ったことで顧問数が不足し

ているため、大会への引率なども含めた部活動の指導体制に少なからず影響が出てきている。特に小規

模校においては、今後の部活動を持続可能なものにしていくための改革が急務を要すると認識している。

また、部活動の地域移行について個人（SC21の指導者等を含む個人指導者）・団体（SC21、ク

ラブチームなど地域での活動団体）・大学を対象にアンケートを実施したところ、中学生受け入れや指

導・大会引率の可否については「条件により可能」との回答が最も多い結果となった。指導者への謝金や

保険制度など、地域の受け入れ態勢の条件を整備していくことも課題である。

人口 483,927人 部活動数 283部活

公立中学校数 20校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 10,888人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

▼事業実施体制図（市区町村と関係団体における推進体制図）

期 日 事 項

４月 随時、学校間で入部関連スケジュール、学校行事等を調整

４月 全運動部を合同部活動の対象とし、新入部員の募集を行う →７部活動が合同で部活動を実施

５月 サッカー・女子ソフトテニスが県中体連へ地域スポーツ団体の加盟申請 ⇒承認

６月 男子バレーボール・柔道・水泳が市中体連へ拠点校部活動申請 ⇒承認

６月20日 第１回連携校型合同部活動推進委員会（於：高須中学校） 内容：入部状況報告、活動状況報告、中学校体育連盟主催大会への参加について、学校間連携等

６月24日～ 中体連大会参加規定に則り、それぞれの活動状況に合わせて総合体育大会へ出場（地域クラブ活動２、複数校合同チーム１、拠点校部活動３、各校）

総体後 新チームより、野球部・女子バスケットボール部（高須・浜甲子園）が市中体連へ拠点校部活動を申請 ⇒承認

９月～ 中体連大会参加規定に則り、それぞれの活動状況に合わせて新人大会へ出場（地域クラブ活動２、拠点校部活動５、各校）

10月６日 連携校型合同部活動トレーナー講習会（於：鳴尾南中学校） 武庫川女子大学：安田教授による「けが防止のためのトレーニング」

11月17日 連携校型合同部活動トレーナー講習会（於：浜甲子園中学校） 武庫川女子大学：安田教授による「けが防止のためのトレーニング」

12月25日～ アンケート調査の実施 調査対象：合同部活動に参加している生徒・保護者・運動部顧問

１月 小学校への広報活動※チラシの掲示依頼

１月30日 第２回連携校型合同部活動推進委員会 内容：活動状況報告、実践研究の総括、令和６年度に向けて

２月 地域指導者による連携校型合同部活動講習会 元阪神タイガース選手・現報徳学園高等学校硬式野球部コーチ 葛城 育郎氏による「野球教室」

西宮市部活動地域移行推進協議会

連携校型合同部活動推進委員会

西宮市教育委員会事務局
学校教育課

鳴尾南中学校 高須中学校

浜甲子園中学校

連携校型合同部活動（対象：全部活動）
野球、陸上、サッカー、水泳、柔道、ソフトテニス（女）
バレーボール（男女）、バスケットボール（男女）

連携・協働・分担
市長事務部局
スポーツ推進課地域資源

・大学（運動部・ゼミ） ・高等学校（運動部）
・小学校（SC21）
・西宮市体育協会（種目団体） ・西宮市スポーツセンター（公益財団法人）
・アスレチックリエゾン西宮（トップアスリート派遣事業）
・プロスポーツチーム、企業スポーツチーム ・地域スポーツ指導者

指導者の交流
活動の交流
地域貢献事業

連携

連携
・西宮市立中学校部活動推進委員会 ・西宮市中学校体育連盟
・中学校長会 ・教育委員会 教育職職員課（兼職兼業）

 学校管理課（施設利用）
 学事課（経済的困窮家庭支援）

指導者派遣
合同練習
交流大会の実施 等

学校部活動

拠点校部活動

地域クラブ活動（西宮南クラブ）
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２．実証内容と成果

合同部活動の運営実績

主な取組例

参加校数 ３校 実施した種目 サッカー、男子バレーボール、水泳競技、陸上競技、軟式野球、女子ソフトテニス、柔道、
女子バスケットボール

合同部活動に取り組
んだ部活動数

８部活

参加校名 浜甲子園中学校、鳴尾南中学校、高須中学校

実施した種目 サッカー

１か月あたりの平均的な
活動回数

月２０回程度（平日４回、休日１回）

顧問の属性 浜甲子園中学校の教師が顧問を担当

指導者の主な属性 顧問）教師

活動場所 西宮市立浜甲子園中学校グラウンド

主な移動手段 徒歩

１人あたりの参加会費
（年額）

０円/年

１人あたりの保険料 生徒１人あたり：０円/年（スポーツ振興センター保険適
用）

指導者１人あたり：０円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（合同部活動を実施する際の運営体制）

▼参加校における役割分担

⚫ 浜甲子園中学校【拠点校】

・拠点校として顧問教師の配置し、技術等各指導の中心的役割を担う

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・部活動保護者説明会の運営

⚫ 鳴尾南中学校・高須中学校

・拠点校の顧問共に技術等各指導のサポート的役割を担う

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・部活動保護者説明会等への参加

鳴尾南中学校
【単独】男子バスケットボール

 女子バスケットボール
女子バレーボール

【合同】陸上競技

高須中学校
【単独】男子バスケットボール
【合同】女子ソフトテニス

 柔道
 水泳競技
 女子バスケットボール

浜甲子園中学校
【単独】男子バスケットボール
【合同】サッカー

 男子バレーボール
 軟式野球

連携・支援
・近隣中学校
・高等学校
・大学
・体育協会
（種目団体）
・西宮スポーツ
 センター

関係組織
・西宮市中学校、
義務教育学校部  
活動推進委員会
・西宮市中学校
体育連盟
・西宮市
スポーツ推進課
・西宮市
文化振興課
・西宮市部活動
 地域移行推進協
議会
・西宮市体育協会

連携校型合同部活動
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２．実証内容と成果

取組内容

取組事項

連携校型合同部活動に参加した中学生・教員・保護者を対象としたアンケートの結果、生

徒・教員では80%以上が「部活動を合同で実施して良かった」と回答している。また、合同

で実施する部活動数も昨年度より１部活動増加し、８部活動となった。今年度より大会

参加規程が改正されたことを受け、地域スポーツ団体として２部活（サッカー・女子ソフトテ

ニス）、拠点校部活動として５部活（柔道・水泳競技・男子バレーボール・女子バスケット

ボール・軟式野球）が出場し、水泳競技は女子で近畿大会団体優勝を果たした。

取組の
成果

今年度は、外部指導者による講習会を実施するなど、合同で活動を実施している

部活動のみならず、３校で活動する機会を設定し、連携校であることをより意識で

きるよう活動の充実や学校間の交流を図ることに取り組んだ。また、今後の地域移

行を意識し、外部指導者には３校のすぐ近くに立地する武庫川女子大学の教授

や市内にある報徳学園高等学校のコーチを招聘するなど地域人材を活用し、より

地域とのつながりを深められるようにした。参加した生徒・教員からは「楽しかった」や

「専門的な指導を受けることで生徒たちの意識も高まった。」と好評であった。

特に
工夫した
事項

令和５年度は、202名の生徒が合同部活動に参加しており、３年間の取組みで年々増加している。生徒の部活動の選択肢や活動機会が増えていること

については生徒・教員・保護者ともに良い評価を得ている。その一方で、連携校型合同部活動を行うことに対して、移動方法や他校の生徒との関係性など

少なからず不安の声があることも否めない。今後、部活動が地域移行に向けて進んでいく中で、生徒・保護者・教員に理解・協力を得るためのプロセスを確立

していく必要がある。そのために、行政説明や入学説明会等を活用しながら理解が得られる機会を設けるなどしながら、丁寧に進めていく必要がある。

今後の
課題と
対応方針

・部活動再編の全市的なモデルとして、学校の枠を越えた3校の合同による部活動運営を実施し、安定した活動に向けた諸課題の解決を図っていく。
・市長部局のスポーツ推進課と教育委員会とが連携を図り、各スポーツ種目協会や大学、高校など市のスポーツ資源との連携のあり方を模索し、地域移行
に向けた実証実績を作っていく。
・スポーツトレーナーによる講習会等を実施し、ケガの未然防止に関する指導の資質向上を図るとともに、地域とのつながりを意識した開かれた部活動への意
識改革につなげる。

合同部活動の実施について

良かった

83%

良くなかった

17%

どちらとも

いえない

0%

【教員】

良かった

81%

良くなかった

4%

どちらもと

いえない

15%

【生徒】

「けが防止トレーニング」 「野球教室」

R５.10.6実施 R5.11.17実施 R6.2.4実施

部活動 人数 部活動 人数 部活動 人数

陸上競技 24 サッカー 21 軟式野球 22

男子バレーボール 13 ★男子バスケットボール 24 計 22

軟式野球 24 水泳 9

計 61 柔道 12

女子ソフトテニス 21

★の部活動は、
単独で実施

★女子バレーボール 15

女子バスケットボール 21

計 123

外部指導者による講習会 参加部活動・生徒数
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【合同部活動をして良かったと思われること 】
（教員・生徒・保護者向け連携校型合同部活動に関するアンケートより）

【令和６年度入学生向けチラシ】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

地域指導者による部活動講習会 軟式野球
（葛城育郎氏）

地域指導者による「けが防止のためのトレーニング
（武庫川女子大 安田教授）

地域クラブ(西宮南クラブ：ソフトテニス)で大会出場
３校の生徒による応援

地域クラブ(西宮南クラブ：サッカー)で大会出場
３校の顧問教員による指導
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

西宮市・西宮市教育委員会 部活動地域移行改革ロードマップのイメージ
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